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【ＦＩ】
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   Ｇ０９Ｇ    3/36     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月24日(2016.6.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
シフトレジスタであって、複数の段のシフトレジスト回路を含み、前記複数の段のシフト
レジスト回路の第Ｎ段のシフトレジスト回路は、
プルアップ回路にプリチャージするためのプリチャージ回路と、
プリチャージされた後、出力端にハイレベルを出力させるプルアップ回路と、
出力端がハイレベルを出力した後、前記第Ｎ段のシフトレジスト回路をリセットするリセ
ット回路と、
前記第Ｎ段のシフトレジスト回路がリセットされた後、第Ｎ段のシフトレジスト回路の出
力レベルをホールドするホールド回路と
を含み、
前記プリチャージ回路は、制御端と入力端が前段のシフトレジスト回路の出力端に接続さ
れ、出力端が前記リセット回路の入力端に接続され、
前記プルアップ回路は、入力端が第１の制御信号端子に接続され、
前記リセット回路は、制御端が後段のシフトレジスト回路の出力端に接続され、出力端が
接地され、
前記ホールド回路は、前記プリチャージ回路の出力端と、前記リセット回路の入力端と、
プルアップ回路の制御端と、プルアップ回路の出力端とに接続され、第１の制御端が前記
第１の制御信号端子に接続され、第２の制御端が第２の制御信号端子に接続され、
前記ホールド回路には、ゲートが前記第１の制御信号端子に接続され、ソースとドレイン
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が互いに接続された一つのトランジスタが設置されているシフトレジスタ。
【請求項２】
前記ホールド回路は、前記一つのトランジスタが設置された第１のホールド回路と、第２
のホールド回路とを含む請求項１に記載のシフトレジスタ。
【請求項３】
前記第１のホールド回路は、ゲートが前記プルアップ回路の制御端に接続されドレインが
接地される第５のトランジスタをさらに含み、前記一つのトランジスタは、ゲートが前記
ホールド回路の第１の制御端であり、ソースとドレインが前記第５のトランジスタのソー
スに接続され、
前記第２のホールド回路は、ゲートが前記ホールド回路の第２の制御端でありソースが第
６のトランジスタのソースと前記プルアップ回路の出力端とに接続されドレインが接地さ
れる第４のトランジスタと、ゲートが第７のトランジスタのゲートに接続されドレインが
接地される第６のトランジスタと、ソースが前記プリチャージ回路の出力端と前記リセッ
ト回路の入力端と前記プルアップ回路の制御端とに接続されドレインが接地される前記第
７のトランジスタとを含み、
前記第１のホールド回路と第２のホールド回路は、前記一つのトランジスタのソースとド
レイン、前記第５のトランジスタのソース、前記第６のトランジスタのゲート、前記第７
のトランジスタのゲートを接続するプルダウンノードによって接続される請求項２に記載
のシフトレジスタ。
【請求項４】
前記第１のホールド回路は、ゲートが前記プルアップ回路の制御端に接続され、ドレイン
が接地された第５のトランジスタをさらに含み、前記一つのトランジスタは、制御端が前
記ホールド回路の第１の制御端であり、ソースとドレインが前記第５のトランジスタのソ
ースに接続され、
前記第２のホールド回路は、ゲートが前記ホールド回路の第２の制御端であり、ソースが
第７のトランジスタのソース及び前記プルアップ回路の出力端に接続され、ドレインが接
地される第４のトランジスタと、ゲートが前記第７のトランジスタのゲートと接続され、
ソースが前記プリチャージ回路の出力端と前記リセット回路の入力端と前記プルアップ回
路の制御端とに接続され、ドレインが前記第７のトランジスタのソースに接続される第６
のトランジスタと、ドレインが接地される前記第７のトランジスタとを含み、
前記第１のホールド回路と第２のホールド回路はプルダウンノードによって接続され、前
記プルダウンノードは、前記一つのトランジスタのソースとドレイン、前記第５のトラン
ジスタのソース、前記第６のトランジスタのゲート、前記第７のトランジスタのゲートに
接続される請求項２に記載のシフトレジスタ。
【請求項５】
前記プリチャージ回路は、ゲートが制御端であり、ソースが入力端であり、ドレインが出
力端である第１のトランジスタを含む請求項１～４のいずれかに記載のシフトレジスタ。
【請求項６】
前記リセット回路は、ゲートが制御端であり、ソースが入力端であり、ドレインが出力端
である第２のトランジスタを含む請求項１～４のいずれかに記載のシフトレジスタ。
【請求項７】
プルアップ回路は、ゲートが制御端でありソースが入力端であり、ドレインが出力端であ
る第３のトランジスタと、一端が前記第３のトランジスタのゲートに接続され他端が前記
第３のトランジスタのドレインに接続されるキャパシタとを含む請求項１～４のいずれか
に記載のシフトレジスタ。
【請求項８】
ゲート駆動回路であって、
請求項１～７のいずれかに記載のシフトレジスタを含むゲート駆動回路。
【請求項９】
表示装置であって、
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請求項８に記載のゲート駆動回路を含む表示装置。
【請求項１０】
ゲート駆動方法であって、以下のステップを含み、
プリチャージ回路がプルアップ回路に充電し（Ｓ１）、
プルアップ回路がシフトレジスト回路のレベルをプルアップさせ、シフトレジスト回路が
ハイレベルを出力し（Ｓ２）、
リセット回路がシフトレジスト回路をリセットさせ（Ｓ３）、
シフトレジスト回路がリセットされた後、ホールド回路がシフトレジスト回路の出力レベ
ルをホールドし（Ｓ４）、
前記ステップＳ４で、ホールド回路におけるトランジスタの等価容量は前記トランジスタ
のオン又はオフによって変化し、前記トランジスタがオンされる場合の等価容量は前記ト
ランジスタがオフされる場合の等価容量より大きいゲート駆動方法。
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